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東近江市地域公共交通計画を策定するに当たって考慮すべき本市及び滋賀県の上位･関連計画に

ついて整理しました。 

 

 第２次東近江市総合計画（平成 29年３月策定／令和７年度目標） 

第２次東近江市総合計画は、本市のまちづくりの指針となる最上位計画であり、これまでのま

ちづくりの進捗状況、人口減少、少子高齢化等の課題を踏まえ、地域の特徴をいかしたまちづく

りを展望し、目指すべき将来都市像を明示し、実現に向けた目標や取組を示しています。 

 

■将来都市像（基本構想） 

 

  ■まちづくりの基本方針（基本構想） 

    

  ■将来人口 

    

  ■公共交通に関わる基本的な方向性 

    

  

『うるおいとにぎわいのまち 東近江市』 

～鈴鹿から琵琶湖の恵みをいかし 人が輝くまちづくり～ 

 基本方針１：ひと～人と地域が共に成長できるまちづくり～  

 基本方針２：くらし～誰もが健やかに笑顔で暮らせるまちづくり～  

 基本方針３：まち～市民の暮らしを支え活力を生み出すまちづくり～  

 基本方針４：行政経営～自律的で市民に信頼されるまちづくり～ 

 2040年に 10 万人、2060年には９万人を目標とします。 

 政     策８ 市民の暮らしを支える都市機能が整ったまち 

 

 

 基 本 施 策８ 交通環境の整ったまちをつくります。 

 

      施策１ 公共交通の充実 

      施策２ 公共交通の利用促進 

      施策３ 公共交通関連施設の適切な管理 

参考資料２ 上位･関連計画の整理 
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 第２期東近江市まち･ひと･しごと創生総合戦略（令和２年３月策定、令和４年３月改定） 

第２期東近江市まち･ひと･しごと創生総合戦略は、令和２年度（2020年度）から令和６年度

（2024年度）までの５年間を計画期間とし、人口ビジョン等を踏まえ、本市の現状や課題を整理

するとともに、地方創生の考え方を明らかにし、地域課題の解決や活性化策等を位置づけるもの

で、本市の特徴をいかしながら、施策を総合的･計画的に進めていくための計画です。 

 

■基本目標 

 

  ■基本目標の実現に向けた公共交通に関わる施策 

 

  

 基本目標１ 働き住み続けたい活力ある東近江市の創生 

 基本目標２ 行きたい住みたい魅力ある東近江市の創生 

 基本目標３ 若い世代が希望をかなえる夢のある東近江市の創生 

 基本目標４ 誰もが安心して暮らせる豊かな東近江市の創生 

 基本目標１ 働き住み続けたい活力ある東近江市の創生 

   施策３ 中心市街地の活性化と商業振興 

       ・八日市駅前･能登川駅前整備 

 

 基本目標２ 行きたい住みたい魅力ある東近江市の創生 

   施策２ まちなかのにぎわい創出 

       ・近江鉄道駅の利用促進 

       ・鉄道駅を拠点とした経済･生活圏の形成 

   施策７ 高等教育機関との連携 

       ・学びの利便性の向上 

 

 基本目標４ 誰もが安心して暮らせる豊かな東近江市の創生 

   施策１ 地域を結ぶ道路や輸送機能の強化 

       ・公共交通の利用者増 

       ・地域公共交通網の基盤強化 
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 東近江市都市計画マスタープラン（令和２年６月策定） 

東近江市都市計画マスタープランは、市全域のまちづくりの理念･目標や将来都市像、都市整備

方針を定めた「全体構想」と各地域（６地域）のまちづくりの方針を定めた「地域別構想」で構

成しており、本市を取り巻く情勢等を見据えた上で、地域の特性をいかしたまちづくりの方針と

持続可能なまちの機能の維持のための都市施設の配置や整備の方針を定めたものです。 

計画目標年次は、おおむね 20年後の令和 22年（2040年）を展望しつつ、実効性のある計画と

するため、10年後の令和 12年（2030年）としています。 

 

■将来都市像 

 

   

  ■まちづくりの目標 

 

 

■計画期間における目標人口 

 

   

  ■公共交通に関連するまちづくりの方針 

  

自然と都市･農村が共生する 

うるおいとにぎわいのまち 東近江市 

 目標１ 自然･歴史文化を大切にした誇りのあるまちづくり 

   ＜自然･歴史文化＞ 

 目標２ 誰もが住み続けられる愛着のあるまちづくり＜人･くらし＞ 

 目標３ 活力と多彩な交流の魅力あふれるまちづくり＜活力･交流＞ 

2030年に 106,000 人 

 ＜都市機能に関する方針＞ 

  方針６ 身近な生活圏に配慮した都市機能の充実 

  方針７ 全ての人が利用しやすい人にやさしいまちづくりの推進 

 

 ＜交通に関する方針＞ 

  方針８ 多様な活動の基盤となる交通ネットワークの形成 

  方針９ 交通結節拠点の機能の強化 
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■広域的に見た現在の本市都市構造 

本市都市構造を広域的な視点で見た場合、本市には国土軸が南北に通るとともに、中部圏交流軸

として市内を東西に通る国道 421号が強化されています。 

公共交通を広域的な視点で見た場合、国土軸であるＪＲ琵琶湖線が能登川地域を通り、ＪＲ能登

川駅は本市の「西の玄関口」の役割を果たしています。 

近江鉄道は、中心市街地である八日市地域をはじめとする市内各地域が国土軸上に位置する  

ＪＲ近江八幡駅、彦根駅及び米原駅等への移動を可能としています。 

これらに加え、路線バス、ちょこっとバス･ちょこっとタクシーが市内各地域拠点と交通結節点

であるＪＲ琵琶湖線（能登川駅及び近江八幡駅）や近江鉄道（八日市駅、桜川駅及び愛知川駅）へ

の移動を可能としています。 

 

 

 

図 広域的な位置づけ概念図 
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■将来都市構造 

現在の都市構造等を踏まえ、将来都市構造を「ゾーン」「拠点･エリア」及び「都市軸」を位置   

付け、分節型都市構造の維持、生活圏の形成を目指し、前頁に掲げる将来都市像･目標･方針を打ち

出しています。 

 

 

参考 将来都市構造概念図 

 

このような将来都市構造実現に向けた都市整備の方針における公共交通に関する整備方針は次

のとおりです。 

 

   イ 鉄道･バス  

(ｱ) 基本方針  

 ａ 環境への負荷の少ない社会の形成と高齢社会への対応のため公共交通機関の充

実を図る。また、公共交通機関の充実により、都市間交流、市内各地域の交流の

活性化を図る。  

 ｂ 鉄道とバスを中心とした「公共交通軸」をいかして、利便性の高い公共交通の  

ネットワークを形成する。  

 ｃ 公共交通機関により観光拠点を結ぶ観光交通体系を整備する。  

 ｄ 利用しやすさに配慮した駅施設、駅前広場、バスを整備する。  

  ｅ 市民自ら、鉄道･バスの利用促進により鉄道･バスの運行を維持確保するとともに、 

利用者ニーズに対応した効率的な公共交通体系を形成する。 
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(ｲ) 鉄道  

 ａ ＪＲ能登川駅は「西の玄関口」として、ターミナル機能が発揮できるようアクセ

ス道路等を充実する。  

 ｂ 近江鉄道線の各駅については、アクセス道路の整備、駅前広場の整備、駐車場･ 

自転車駐車場の整備等により交通結節点機能の強化を図る。  

 ｃ 関係機関と連携し、近江鉄道線の活性化に向けた働きかけを推進する。  

 ｄ 東海道新幹線の新たな活用の可能性等も踏まえ、広域公共交通の利便性向上を 

検討する。 

(ｳ) バス  

 ａ 市民生活に密着した公共交通機関として、各種公共公益施設の配置や施設利用を

勘案し、需要に対応した効率的なコミュニティバス等の運行を図る。  

 ｂ コミュニティバス･デマンドタクシーの運行の継続を図りつつ、自動運転等の 

新技術の導入の可能性や地域の支え合いによる移動支援等について検討し、障害

者、子どもから高齢者等交通弱者まで移動しやすい交通環境を形成する。 

 

 

■地域別構想 

地域別構想におけるまちづくり方針おいて、公共交通に関する方針は次のとおり示されていま

す。 

 

地域 公共交通に関する方針 

繖地域 

（五個荘地区、 

 能登川地区） 

●ＪＲ能登川駅は、「西の玄関口」として、ターミナル機能が発揮できるよう

アクセス道路、駅前広場等を充実する。 

〇市民生活に密着した公共交通機関として、各種公共公益施設の配置や施設

利用を勘案し、需要に対応した効率的なコミュニティバス等を運行する。 

●近江鉄道線沿線においては、車窓から眺望できる田園風景等を保全する。 

八日市地域 

（建部地区、 

 中野地区、 

八日市地区、 

 南部地区） 

●近江鉄道八日市駅は、本市の中心駅として更に交通結節点機能を強化する。 

●観光の起点となる近江鉄道太郎坊宮前駅の交通結節点機能の強化 

 （令和３年 11月竣工） 

●近江鉄道新八日市駅南側の活用検討 

〇市民生活に密着した公共交通機関として、各種公共公益施設の配置や施設

利用を勘案し、需要に対応した効率的なコミュニティバス等を運行する。 

●近江鉄道線沿線においては、車窓から眺望できる田園風景等を保全する。 

玉園地域 

（玉緒地区、 

 御園地区） 

〇市民生活に密着した公共交通機関として、各種公共公益施設の配置や施設

利用を勘案し、需要に対応した効率的なコミュニティバス等を運行する。 

●は当該地域固有の特徴的な方針･取組  
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地域 公共交通に関する方針 

蒲生野地域 

（平田地区、 

 市辺地区、 

 蒲生地区） 

●各駅について、交通結節点機能が発揮できるようにアクセス道路、駅前広

場等を充実する。 

〇市民生活に密着した公共交通機関として、各種公共公益施設の配置や施設

利用を勘案し、需要に対応した効率的なコミュニティバス等を運行する。 

●近江鉄道線沿線においては、車窓から眺望できる田園風景等を保全する。 

湖東地域 

（愛東地区、 

 湖東地区） 

〇市民生活に密着した公共交通機関として、各種公共公益施設の配置や施設

利用を勘案し、需要に対応した効率的なコミュニティバス等を運行する。 

永源寺地域 

（永源寺地区） 

〇市民生活に密着した公共交通機関として、各種公共公益施設の配置や施設

利用を勘案し、需要に対応した効率的なコミュニティバス等を運行する。 

〇自動運転等の新技術の導入の可能性や地域の支え合いによる移動手段の確

保について検討する。 

●は当該地域固有の特徴的な方針･取組 
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 東近江市立地適正化計画（平成 29年３月策定、令和３年３月一部修正） 

東近江市立地適正化計画は、分節された地域ごとに自立した生活圏が連携する本市の都市構造

を踏まえつつ、立地適正化計画により土地利用や施設の立地を誘導し、各地域の拠点を形成する

とともに、各地域の拠点から本市の中心となる都市拠点への公共交通アクセスを確保すること

で、多極ネットワーク型の生活圏の維持を図ることを目指し、令和 22年（2040年）を目標年次

として策定した計画です。 

東近江市立地適正化計画では計画策定に当たり、本市のまちの現状･課題、まちづくりの方針を

次のとおり示しています。 

 

■現状･課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



参-36 

■まちづくりの方針 
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■目指すべき都市の骨格構造 
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■誘導区域等の設定 
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■誘導区域 
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■交通施設の整備方針 

 

(４)  公共交通に関する施策  

ア 基本的な考え方  

都市拠点･地域拠点･コミュニティ拠点を鉄道、バス、コミュニティバス等でネット

ワーク化することで、過度な自動車依存を軽減し、各拠点を行き来できる環境を維

持、構築します。  

市内の公共交通軸は、都市拠点と地域拠点を結ぶ鉄道である近江鉄道本線、路線バ

スである近江鉄道バス神崎線、御園線及び都市拠点と隣接市の中心部を結ぶ軸である

近江鉄道八日市線を位置付け、利便性の向上を促進します。  

また、現在、市街化区域（工業専用区域等を除く。）の多くが路線バス又はコミュニ

ティバスの誘致圏（おおむね 300 メートル）に含まれています。しかし、都市計画道

路能登川北部線沿線の地域等、人口密度が比較的高いにもかかわらずバス等の誘致圏

に含まれていない区域も存在します。  

そこで、今後路線バスやコミュニティバスの再編等と連携し、本計画の見直しを行

うものとします。  

さらに、今後も現在と同様の公共交通アクセス環境を維持しつつ、コミュニティバ

スの路線の見直し等により鉄道･路線バスを補完し、公共交通の利用環境の向上を図り

ます。 
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 滋賀県基本構想（平成 31年３月策定） 

「滋賀県基本構想」は、「変わる滋賀 続く幸せ」を基本理念に、令和 12年（2030年）に向け

た県の将来ビジョンを示したもので、「人」「経済」「社会」「環境」の４つの視点で描き、自分ら

しい未来を描ける生き方と、その土台となる経済、社会、環境のバランスの取れた持続可能な滋

賀の実現を目指す計画です。 

県は、基本構想に基づく取組を着実に進めるため、計画期間である令和 12年度（2030年度）

までの 12年間を４年ごとの３期に分け、その期間の政策を定めた「実施計画」を策定しており、

第１期実施計画は令和元年度（2019年度）から令和４年度（2022年度）となっています。 

 

■基本理念 

 

   

  ■2030年の目指す姿 

 

 

■第１期計画における公共交通関連の政策の方向性 

 

  

変わる滋賀 続く幸せ 

「経済」･「社会」･「環境」の調和による持続可能な滋賀 

 社  会 未来を支える多様な社会基盤 

  政策２ コンパクトで移動や交流しやすい交通まちづくり 

 

      施策１ 暮らしやすいコンパクトなまちづくり 

      施策２ 地域を支える新たな公共交通の仕組みづくり 
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 滋賀交通ビジョン（平成 25年 12月策定） 

「滋賀交通ビジョン」は、滋賀県基本構想の部門別計画として、令和 12年（2030年）頃の滋賀

県の目指すべき交通の姿を展望し、滋賀県の交通政策のあり方を示すために策定された計画です。 

 

■基本理念 

 

   

  ■公共交通に関わる政策の方向性 

 

 

  

 滋賀と周辺圏域の広域的発展と県民の暮らしを支える交通 

 

      広域交通 近畿、中部、北陸の「要」となって３圏域の 

           広域的発展を牽引する 

      地域交通 地域が支え、地域を支える、県全域の「人、 

           暮らし、まちを結う」 

 広域交通 

 １ 放射状ネットワークの強化に向けた取組 

   (2) リニア中央新幹線開業後を見据えた広域交通のあり方検討 

 

 地域交通 

 １ 公共交通を主体とした「エコ交通」の推進 

   (1) 「エコ交通ネットワーク」の形成 

   (2) 自転車を利用しやすい環境づくり 

   (3) 公共交通の利用促進と県民の意識変革 

 ２ 社会環境の変化に対応した持続可能な交通体系づくり 

   (1) 県全域における交通空白の改善 

   (2) バス利用を促進する環境整備 

   (3) 関係者の役割分担による公共交通の維持 

 ３ まちづくりと一体となった交通の整備 

   (1) 地域が主役の交通まちづくり 

   (2) 人と人とのふれあいを生み出す公共交通 

   (3) 安全･安心な交通網の整備 
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 滋賀県都市計画区域マスタープラン（平成 16 年４月当初決定、平成 31年３月変更） 

「滋賀県都市計画区域マスタープラン」は、平成 22年（2010年）を基準年次として、おおむ

ね 20年後の都市の姿を展望しつつ、今後おおむね 15年間の都市計画の基本的方向を定めたもの

です。 

本市における滋賀県の都市計画区域の設定は、近江八幡八日市都市計画区域（線引き区域）と

湖東都市計画区域（非線引き区域）があります。 
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ア 近江八幡八日市都市計画区域（線引き区域） 

近江八幡八日市都市計画区域には、八日市、玉緒･御園、平田･市辺、蒲生、五個荘及び能登川

地域が含まれている。 

 

■基本理念 

 

   

  ■公共交通に係る基本方針 

 

 

■公共交通に係る主要な施設の配置、整備の方 

 

  

 １ 都市機能の集約化を取り入れたまちづくり 

 ２ 中心核の形成による自立性の高いまちづくり 

 ３ 元気な産業を育むまちづくり 

 ４ 良好な住環境を育むまちづくり 

 ５ 豊かな自然、歴史･文化と協調したまちづくり 

 ６ 安全･安心なまちづくり 

 利用しやすい公共交通体系の確立 

 

 ・鉄道の有効活用と適切なバスサービスの確保維持 

 ・鉄道駅等へのアクセスおよび乗り換え機能の改善 

 ・ユニバーサルデザインによる歩行環境面も含めた鉄道駅等への 

  アクセスの改善 

 ・パークアンドライドの検討も含めた交通結節機能の強化 

 ・文化･福祉･商業施設の配置を考慮した、機能的なネットワーク化 

 ・ＪＲ東海道本線や近江鉄道、バス等の公共交通機関の利便性向上を 

  促進 

 ・公共交通機関の利用を支援する道路および駅前広場、駐車場、駐輪 

  場等の整備を促進 

 ・びわこ京阪奈線（仮称）鉄道構想の推進 

 ・住民のニーズに的確に対応したコミュニティバスの運行 
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■近江八幡八日市都市計画区域における拠点配置について（本市のみ） 

区分 区域 

都市拠点（商業･業務拠点） 八日市 

地域拠点 永源寺、五個荘、蒲生及び能登川 

工業･流通業務拠点 八日市ＩＣ及び黒丸ＰＡ付近 

 

 イ 湖東都市計画区域 

湖東都市計画区域には、本市の愛東･湖東地域が含まれている。 

 

■基本理念 

 

   

  ■公共交通に係る基本方針 

 

 

  ■公共交通に係る主要な施設の配置、整備の方針 

    

  

 １ 都市機能の集約化とコンパクトシティの実現化促進 

 ２ 自然環境、歴史･文化資源を活かしたまちづくり 

 ３ 元気な産業を育むまちづくり 

 ４ 自立と連携のまちづくり 

 ５ 広域交通の強化を活用したまちづくり 

 利用しやすい公共交通体系の確立 

 ・利便性を高めるため、鉄道の輸送力増強 

 ・関連施設整備や鉄道駅、福祉施設、観光施設等を結ぶ既存バス路線

の確保･維持･充実 

 ・各種公共公益施設の配置や施設利用を勘案し、需要に対応した効率

的なコミュニティバス等の運行 

 ・公共交通の利用を促進する新たなサービス提供の検討 

 ・近江鉄道の持続的発展等、鉄道･バス等の公共交通機関の確保 

 ・維持･利便性向上を促進 

 ・駅前広場の整備等を検討 

 ・鉄道･バスのバリアフリー化を要請 

 ・びわこ京阪奈線（仮称）鉄道構想の推進 
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■将来都市構造図 

近江八幡市、旧八日市市を都市拠点とする将来都市構造が示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【近江八幡八日市都市計画区域】 

【湖東都市計画区域】 




